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富山県農林水産総合技術センター農業研究所

での短期入門について  

 

はじめに  

 

 今回の入門では、品種改良 の技術などを たくさん学ばせてい

ただきました。  

 

 

 

交配について  

 

交配は新しい品種をつくるために、人

工的にめしべに花粉を付けることです。

昼前には花が閉じてしまうので、交配は

朝早くに行います。前日は暗い部屋に一

晩中置き、朝に 外へ出します。すると 稲

は起き、一斉に開花させることができま

す。お湯をかけて刺激を与えることで、開花する花は増えます。

43℃のお湯に 7 分間つけると、めしべは元気な状態のまま です

が、おしべは機能しなくなります。そこ

で、開花したもの以外の花を切り落とし

ます。切り落とさないと 、翌日に開花し

て勝手に受粉するからです。切り落とし

終わった稲は しっかりチェックし、右図

のように、「何日に行ったか」、「何と何を

かけ合わせたか」を紙に書いて 稲にくく

りつけます。  
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次に、受粉の作業を体験させていただきました。受粉を行う

部屋はガラス張りの部屋 で、年中高い

気温で湿度も 100％に近い状態で保た

れています 。受粉はしっかり花粉が落

ちているか確認するため 、左の写真の

よ う に 黒 い 板 の 前 で 行 っ て い ま し た 。

実際に体験してみて 、思っていたより

花 粉 を た く さ ん 落 と す の は 難 し か っ

たです。蒸し暑い中での作業だっ たので、毎日行っている職員

の方は大変だと思いました。また、花が閉じてしまう前に全て

の作業を終わらせないといけない ことも、時間との勝負で大変

だと思いました。稲が交配したとき、受粉された稲と花粉の稲

のどちらに性質が似るのかが気になり 質問しました。稲の細胞

に あ る 核 以 外 は 受 粉 さ れ た 稲 に 似 る の だ と 教 え て も ら い ま し

た。  

核（受粉された稲と花粉の稲の特徴が 混ざる．）  

 

核以外の部分 （受粉された稲に似る。）  

 

 

 

食味試験につい て  

 

 今回、食味試験も体験させていただき

ました。「コシヒカリ」とこのセンターで

品種改良された「富富富」、日本で育成さ

れた低アミロース品種の「ミルキークイ

ーン」を、基準のコシヒカリと比べ ると

いうものでした。右の用紙に 違いを書い

ていきます。お米を炊くとき にお米に対する 水の量、炊く時間、

食 べ 始 め る 時 刻 な ど す べ て き っ

ちり決まっており 驚きました。ま

た、左の写真のようなお米を食べ

る 順 番 が 書 か れ た 紙 も あ り ま し

た。食べる順番によっておいし さ
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の感じ方が変わる かもしれないので、それぞれ 違う順番で食べ

ているそうです。また、お米は最初に入れた水を多く吸うので

炊 く と き の 水 で は な く 一 番 目 に 研 ぐ 水 を 良 い 水 に す る と 良 い

そうです。  

 

成熟期調査につ い て  

 

センターの所有する田や畑はとても広かったです。そこでは

主に米、大豆、ハト麦を育ててい ます。

そ の 中 の 米 を 育 て て い る 田 で 成 熟 期 調

査を行いました。普通の農家のように一

つ の 田 に 全 て 同 じ 種 類 の 米 を 育 て て い

るわけではなく、 4 列ごとに違う種類 や

試験中の稲を育てていました。紫色の色

をした稲などがありました。  

 

まず、稈長、穂長を測り、穂数を測り

ました。穂数は 成長が遅すぎる穂を 除い

て数えました。次に、稲を刈り取る体験

もさせていただきました。鎌で手を切ら

ないように気を付けました。刈り取った

稲は結んで干 すそうです。右の写真のよ

うに結び方も教えてもらいました。  

 

最後に、大豆やハト麦の畑も見せてもらいました。大豆の畑

では種類によって、高さが 違う様子 や、葉の形の違い がはっき

りと分かりました。また、大豆の根

に 付 い て い る 根 粒 菌 に つ い て 教 え

てもらいました。左の写真が 根粒で

す。その中に根粒菌が住んでいます。

根 粒 菌 と 根 粒 菌 を も つ 植 物 は 共 生

関係にあり、大豆は根粒菌がいない

と生きていられないそうです。根の

菌 が 植 物 に と っ て と て も 大 切 な も

のだということに驚きました。  
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遺伝子  

 

2 日目は、 DNA を見えるようにする実験を体験させてもらい

ました。  

今回は稲の DNA を見ました 。はじめに 稲の葉を液体窒素を使

って細かくすりつぶしました。その少しねばりけがある液体を、

写真の右下の機械で温めました。次にいろいろな薬品 を稲の葉

が混ざった容器に入れました。

中 に は ク ロ ロ ホ ル ム な ど の 危

険な薬品もあるため 、安全設備

が 整 っ て い る 場 所 で 行 い ま し

た。薬品を混ぜるとだんだんと

容 器 の 中 身 が 分 離 し て い き ま

した。いらない部分を捨て 、写

真の中央にある機械で高速に回転させると 、稲の DNA がかすか

に見えました。こんなに小さくて DNA などみえるのかなと思い

ましたが、実際は目に見えなくても機械で その稲にどのような

特徴があるのか分かるそうです。  

また、稲には 12 対の染色体

があります。それを機械で見

ることができました。その染

色体のどこにどのような特徴

があるか、それが、受粉され

た稲と花粉の稲のどちらから

受けついだのかが分かるそう

です。  

 

 

 

さいごに  

 

稲 は 植 物 と し て 見 る か 作 物 と し て 見 る か に よ っ て 優 先 す る

ことが変わってくることを教えてもらいました。例えば、植物

として見た場合、稲はたくさん繁殖したいので草 丈が高くなっ

ていきます。しかし、作物として見た場合は草 丈が高くなると
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風などで倒れやすくなり商品価値が下がります。他にも、植物

としては稲のもみは 割れやすくしたいですが、作物としてはも

みが割れると困ります。これは稲だけでなく生産者と消費者で

も同じで、生産者はつくりやすいお米が良く、消費者はおいし

いお米がほしいです。また、品種改良をするときは未来に何が

必 要 に な る か 考 え て し な け れ ば な ら な い こ と を 教 え て も ら い

ました。 1 日目に見学した交配のところでは、カドミウムを吸

わ な い 品 種 と 水 銀 を 吸 わ な い 品 種 を か け 合 わ せ る 交 配 を 行 っ

ていました。今から数年後に田んぼの土壌のカドミウムや水銀

の 規 制 が 厳 し く な る と 考 え て 有 害 な 物 質 を 吸 わ な い 品 種 の 研

究を して いら っ し ゃい ま

した 。こ れら は 、 品種 改

良に かか わる こ と だけ で

なく 、社 会人 と し て生 活

する にい たっ て 知 って お

くべ きだ と思 い ま した 。

今回 実際 に体 験 し て学 ん

だこ とを 胸に 刻 み 、夢 に

向か って 頑張 っ て いき た

いと思いました。  

 

  


